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井元  大樹さん
いもと  　ひろき 　23歳　浜町

　岡山理科大学大学院で建築学を学んでいる井元
さん。「認知症の方が、できる限り自宅で生活する
ための住環境整備について研究しています。将来
は、どんな立場であっても学生と一緒に建築学を
研究したい」と話します。
　子どもの頃は、「水泳、野球、バスケ、ピアノと
習い事ばかりでした。また、友だちと外でよく遊
んでいました」とのこと。
　中学校からバスケットボールに本格的に取り組
み、現在は社会人チームで選手として活躍するだ
けでなく、ミニバスケットボールのコーチとして
子どもたちへの指導にもあたっています。「基礎を
しっかりと教えたい。そして、子どもたちにこの
チームでよかったと思ってもらいたいです」。
　高梁市については、「大好きです。城下町の町並
みがいいですね。本町は私のイチオシスポットで
すよ！」と、笑顔で語ってくれました。

●
同
志
社
大
学
の
創
立
者
、
新に
い
じ
ま島
襄じ
ょ
うを
皆

さ
ん
は
ご
存
知
で
す
か
。
備
中
松
山
藩
の

分
家
に
あ
た
る
安
中
藩
で
生
ま
れ
た
新
島

襄
は
備
中
松
山
藩
と
少
な
か
ら
ず
関
わ
り

が
あ
り
、
板
倉
勝
静
ら
と
の
出
会
い
が
無

け
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
同
志
社
の
設
立

も
な
か
っ
た
の
で
は
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
新
島
襄
ゆ
か
り
の
地
で
、
地
域
と

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
同
志

社
フ
ェ
ア
in
高
梁
」
が
10
月
28
日
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
元
外
務
省
主
任
分

析
官
で
作
家
の
佐さ

と
う
ま
さ
る

藤
優
氏
が
「
新
島
襄
と

高
梁
」
と
題
し
た
講
演
を
さ
れ
る
ほ
か
、

同
志
社
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
高
梁
少
年
少
女

合
唱
団
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
聴
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
吉
備
国
際
大
学
を
運
営
す
る
学
校
法

人
順
正
学
園
が
宮
崎
県
延
岡
市
に
開
設

し
て
い
る
九
州
保
健
福
祉
大
学
が
、
創
設

20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
同
大
学
な
ら
で
は

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
さ
れ
、
全
国
か

ら
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
全
国
的
な
少
子
化
で
学
生

数
の
減
少
が
避
け
て
通
れ
な
い
中
で
、
吉

備
国
際
大
学
も
ま
た
、
学
生
の
確
保
は

今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
、
ア
ニ
メ
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化
を
図

ろ
う
と
、（
株
）備
中
高
梁
ま
ち
づ
く
り
研

究
所
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
社

は
、
市
内
の
商
工
関
係
者
や
吉
備
国
際

大
学
、
テ
レ
ビ
せ
と
う
ち
の
出
資
に
よ
る

も
の
で
、
地
方
創
生
の
枠
組
み
の
下
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
を
制
作
し
、
世
界
に
発

信
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
学
生
た
ち
が
高
梁

市
を
目
指
し
、
ア
ニ
メ
に
よ
る
好
循
環
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
事
業
展
開
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

●
鉄
チ
ャ
ン
仲
間
で
今
、
成
羽
町
坂
本

か
ら
成
羽
ま
で
旧
ト
ロ
ッ
コ
道
を
歩
い
て

み
よ
う
と
い
う
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

す
。
途
中
崩
落
な
ど
で
危
険
な
個
所
も

あ
る
の
で
、
実
行
で
き
る
か
ど
う
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
っ

て
、
お
嫁
入
り
を
し
た
と
い
う
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
お
話
を
伺
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
の
当
時
の
様
子
を
少
し
で
も

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ

ン
ト
が
つ
か
め
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
吉
岡
銅
山
跡
の
遺
跡
と
し
て

の
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
夢
は

持
っ
て
お
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
長
室
か
ら　

こ
ん
に
ち
は
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一
般
Ｘ
線
撮
影（
胸
部
）に
つ
い
て

放
射
線
室
　
片か
た
山や
ま 

剛
つ
よ
し

　
放
射
線
室
で
は
、
医
師
の
指
示
で
一
般
撮
影
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

一
般
撮
影
は
、
放
射
線
検
査
の
中
で
一
番
多
い
検
査
で
す
。

　
人
体
の
臓
器
や
組
織
は
、
そ
れ
ぞ
れ
成
分
が
異
な
る
の
で
、

Ｘ
線
を
人
体
に
照
射
す
る
と
透
過
率
に
差
が
出
ま
す
。
人
体
を

透
過
し
た
Ｘ
線
量
の
差
を
画
像
化
し
た
も
の
が
Ｘ
線
画
像
で

す
。
検
査
対
象
は
頭
部
、
胸
部
、
腹
部
、
骨
格
な
ど
身
体
の
ほ

と
ん
ど
全
て
の
部
位
で
す
。

在宅医療・介護連携推進事業通信 第 34 回

在宅生活を支える地域の取り組み 岡
おか

崎
ざき

 幸
ゆき

友
とも

 准教授（吉備国際大学社会福祉学科）

問医療連携課☎（21）０３０４

　高齢化が進むなか、いつまでも元気で自分らしく生活するためには、普段からの健康づくりが大切です。習慣的
な運動を無理なく継続することで老化が予防され、日常生活が充実します。そこで高梁市では、介護予防活動の参
加者として、また活動を支える人材を増やすため「元気なからだづくり隊」の養成を平成 28 年度からスタートし
ています。今回はその養成講座の様子をお届けします。
　最初に介護保険課から、健康な生活を続けるには「教育（今日、行くところがある）」、「教養（今日する用事があ
る）」、「学歴（楽しいことを思い出しながら、暮らしていく）」、「貯金（筋力を貯
める）」の４つに取り組むことが大切であり、健康を維持することと生きがい
を持つことが豊かな老後を実現するとの説明がありました。
　続いて「地域での介護予防活動の推進～ロコモ予防体操で健康寿命を延ばし
ましょう～」をテーマに、健康運動指導士の太

おお
田
た

百
ゆ

合
り

子
こ

先生から、ロコモ予防
体操を学びました。
　まず、Ｄ∨Ｄを見ながらロコモ予防体操の確認です。ロコモ予防体操は人体
に関する学問に基づいて考案され、安全な動き、単純な動きを重視しつつ、初
めての人でも簡単にかつ安全に取り組むことができるのが特徴です。また、体
のどこの部分に効いているか意識しながら行うことで、より効果が高まります。参加者の一人一人が、自分のペー
スで体の動きを意識しながら実際に体操を行い、その効果を実感していました。「介護予防体操と聞くと難しいイ
メージがあったけど、ロコモ予防体操は単純で簡単な動きなので覚え易い」といった声や、「これだけ簡単で手軽
に取り組めるのだから、他の人にも勧めてみたい」といった声が聞かれました。
　少しずつでも積み重ねて効果が実感できれば、健康に対する意識が高まります。まさに継続は力なりです。一人
で健康づくりや介護予防体操を行うのは難しいからこそ、お互いに声を掛け合うことで、楽しみながら日常生活で
継続的に無理なく行うことが出来るようになります。また、各地区で、この体操を取り入れた介護予防体操に取り
組む集まりや、サロン活動も増えつつあります。みなさんも元気なからだづくり隊と一緒に介護予防をすすめてみ
ませんか。

　
当
院
で
は
、
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
検
出
器
を
使
用
し
た
胸
部
撮

影
を
実
施
し
、
瞬
時
に
高
精
細
な
デ
ジ
タ
ル
Ｘ
線
画
像
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
検
査
の
際
に
息
を
大
き
く
吸
う
の
は
、
な
る
べ
く
肺
を
広
げ

る
た
め
。
息
を
止
め
な
い
と
画
像
が
ぶ
れ
る
の
で
、
吸
っ
た
ら

し
っ
か
り
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
検
査
に
支
障
が
あ
る
場

合
は
検
査
着
に
着
替
え
て
い
た
だ
き
、
撮
影
部
位
に
よ
っ
て
は

ボ
タ
ン
、
金
属
類
、
湿
布
な
ど
を
外
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｘ
線
検
査
は
、
が
ん
な
ど
の
早
期
発
見
に
か
か
せ
な
い
検
査

な
の
で
、
一
年
に
一
回
は
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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